






別 紙 

 

１ 質問事項 

  『第３次江田島市総合計画』の「基本計画」の策定過程と、今後の環境配慮型漁業の推進 

について 

 

２ 質問の要旨 

  『第３次江田島市総合計画』については、令和５年度末の「基本構想」議決後、執行部では 

令和６年度に「基本計画」の策定作業を進めてきた。去る１２月２５日に市議会でその報告を

受けた際、衝撃を受けるとともに期待をしたのは、「環境に配慮したフロート等を用いてカキ養 

殖に取り組む経営体数」を「令和１６年度に３０経営体」、また、「補助制度を活用して導入し 

た硬質フロート等の本数」を「令和１６年度に１,０００本」という従前ない目標設定と事業者 

に寄り添う姿勢が看取されたからである。 

しかし、これらの目標値は最終案の段階で消えている。そのことが審議会の公表資料から読 

み取れる。 

 そこで次の２点について伺う。 

（１） 基本計画策定の最終局面で「排出源への対策」を後退させた理由について 

（２） 環境配慮型漁業を推進する意欲について 

 

３ 回答 

（１） に対する回答 

   基本計画の策定過程において、環境に配慮したフロートに関係する施策を掲げるべく整理

を進めていましたが、具体的な事業スキームや見込まれる効果などを整理するには、十分な

データを収集する必要があるとの判断から、令和７年度当初における予算化を見送ることと

したところです。 

   また、基本計画をまとめる段階で、整理が間に合わなかったため、総合計画における記述

を削除しました。引き続き、環境に配慮したフロートに関する施策の構築についての検討を

進めてまいります。 

（２） に対する回答 

  カキ養殖資材の海洋流出及び海岸漂着は、カキ養殖産地である本市にとって、大きな問題 

であると捉えています。 

 このため、令和７年３月に策定した第３期水産振興ビジョンの「カキ養殖業の振興」の項 

において、「プラスチック製パイプやフロート等の流失防止措置を講じるなど、環境に配慮し 

た養殖を行」うことや、「流失資材や針金、カキ殻等の海底堆積物の回収を行」うことを掲げ 

ています。 

 また、市民生活部と産業部では、海洋排出ごみ対策に関する協議を行う場を設け、具体的 

な取り組みを検討・推進することとしています。 

今後は、関係部局による連携体制のもと、環境配慮型漁業の推進に、取り組んでまいりま 

す。 


